
― 13 ―

１ 地　勢
　本組合は、福島県のほぼ中央に位置し、郡山市・田村市・三春町・小野町の２市２町で構成
され、管轄面積は1,413.47㎢で県土の約 10.3％を占めています。
　また、福島県には12 消防本部があり、本組合は、いわき市・双葉地方広域・会津若松地方広域・
須賀川地方広域・安達地方広域の５消防本部に隣接しています。
　管内の交通は、東北自動車道、磐越自動車道、あぶくま高原道路が縦横に整備されているほか、
東北新幹線、隣接管内には福島空港があり高速交通網の要衝となっています。

２ 概　要
　本組合は、昭和 48 年４月に安積平野に街を形成する郡山市を母都市として、田村郡（三春町・
小野町・滝根町・大越町・都路村・常葉町・船引町）と本宮町（昭和 55 年７月に安達地方広
域行政組合に移管）の１市７町１村で発足、本部・１署・６分署の職員 139 人という組織体制で
のスタートでした。
　その後、平成 17 年３月に田村地方の５町村（滝根町・大越町・都路村・常葉町・船引町）
が合併し、新たに田村市が誕生したことにより、構成団体は２市２町となりました。
　現在は、本部・２署・２基幹分署・11 分署・１救急所・１分遣所・１分駐所に職員 406 人の
組織体制となり、消防ポンプ自動車など19 台、はしご付消防自動車など6台、救急自動車 21 台	
を配置し、管内人口373,604 人、世帯数 165,963 世帯の ｢安全で安心して暮らせるまち｣ を目指し	
ています。
　現在の消防本部庁舎は、平成 11 年に「防災の拠点」として郡山市堂前町に建設、住民が
利用できる防災展示ホールを設けております。
　平成 29 年７月に田村消防署庁舎を移転新築し、広大な訓練施設を生かして、より実践的な訓
練や各種大会など、幅広く活用しています。また、令和元年 11月に郡山消防署富久山分署が
開署され、郡山市北部地域の消防力の充実強化と住民サービスの向上を図っています。
　令和５年４月に管内住民の皆さまの支えにより組合発足から50周年を迎え、本組合は次の50年	
へ向けてこれからも管内住民の安全安心の確保と、持続可能な署所体制の構築に取り組んで	
まいります。
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